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研究の背景
サロマ湖について
・北海道道東に位越し、オホーツク海と録する海跡湖
・面積1立、151km2で、日本第三位、汽水湖としては第一位
冬季給水する湖としても第一位
判・平均水深：8.7m弓憲大水深：19.6m
・ホヲテ、カキ、ホッカイヱビの養漉が盛んな水建造基地 図I.サロマ湖の位置
・冬季結氷中に、アイスアルジー（icealgae）と呼iまれる繊細漆類が後息、サロマ湖の水産資源を支えている
サロマ湖のアイスアルジー
－海氷が結氷することによってできるブラインホールやブラインチャンネルに機みつく
・クロロフィルa濃度としては、植物ヲランクトンと比較して、1桁～2桁高い濃度｛最大380mg 1.・1) 
研究の目的
・海氷コアのtllllま重労働かつ危険が伴い、また局所的な評価のみ
・アイスアルジーのバイオマスを評価するリモートセンシングシステムを開発
図3アイスアルジーの生育環境
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海氷中のクロロフィルa蛍光の鰻測
図6.氷厚ごとのクロロフィルa濃度と
蛍光強度
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図5.疑似海氷中のクロロフィルaによる蛍光，
a）励起光照射前‘b）照射後図4海水中の蛍光観測の概念
実海氷の蛍光観察
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図8.海氷側面からの蛍光量，j毎氷上縮から励起光を照射し、上縮から
の10cm毎に側面から蛍光量を計測した（・）蛍光量l立、岡崎に観測さ
れた励起光の2倍波長（8i0nm）を飼いて正規化した。. ，ま、氷を溶か
して縛られた実際のクロロフィルa濃度（岡野、主革本，2015).
図7.2015年3月lI Bにサロマ湖で録取された海氷．
海氷上織から励起光を照射して、USB・2000で、蛍光を観測
した結果 11.7co川臼が が得られた匂
日物釈宮醐耐脚1附
べ苛：ここまでの標題：・積算時間短鎗のため、広範囲を集光する光学系の検討・鉛i分布取得のため、CCD，アレイ等の検討問題点：・蛍光観療は可能だが、積算時聞がかかる（敏秒程度）．海;J{を切断し融解させて計測したものとは異なる傾向
海氷の散乱広がり角の計測
図12.海氷の散苦L広がり角を求める実験装鐙．
氷厚を変化させ、氷庖miの透過光強度を計測
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図14.図12の氷底面の透過光強度が中心と等
しくなる位盤をシミュレー卜すると、39.6• だった
図12.結氷温度による氷結品の遣い
友から、・3。C.-4。C.・5。C.結氷温度が高い方が
斜め績方向への柱状結晶｛グレイン）が大きく、ブ
ラインの彼Itも多いこのζとにより、透過容が異な
ると考えられる．
海氷の透過・散乱特性
疑似海氷の透過特性
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図9.405 111での疑似海氷（ー10。C）の透過光強度
結氷温度による遭遇率の変化
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図10.疑似海氷と実海氷の透過率
実j毎氷｜主、氷厚40cmでおよそ3%の透過率
(S滅的、Vamaguιhi.eLal..1989 ）.フイツ子イングによ
り消散係数を求めシミュレートを行うと、疑似海氷
異なる傾向？
図ll結氷温度と透過率の関係今
左）405 nm，右）680 nm. 
